
「⾼⼤連携基礎プログラミング」確認事項チェックシート 
Web ページに記載されている確認事項を読み、確認が完了したら各項⽬のチェックボックス（[ ]）にチェッ
クを⼊れ，チェックした⽇付と窓⼝担当の先⽣の署名をお願いいたします．

【確認事項リスト】 
[  ] 1.本講座は、プログラミングを学ぶことに意欲のある⽣徒を対象に、電気通信⼤学の初年次科⽬に準ずる

内容をほぼそのままの形で提供するものです。したがって、それに相応する難易度であることを、参加
希望⽣徒に確認してください。 

[  ] 2.本講座にはスクーリングがありますが、そのために電気通信⼤学に来校できるよう、ご配慮をお願いし
ます。 

[  ] 3.本講座は学習管理システム(LMS)を通じて内容を提供し、疑問点について質問・応答を⾏い、課題を提
出する形を取ります。LMS および動画教材はすべてブラウザ経由でアクセスします。⽣徒が問題なく
これらを利⽤でき、教材の視聴・質問応答・課題の提出を⾏えるように、サポートをお願いします。 

[  ] 4.状況によってはスクーリングをオンラインで実施します。その場合、参加⽣徒がスクーリング を受講
できるようミーティングソフトを⽤いた⾼等学校における参加または⾃宅等における参加の⼿配・⼿引
きをお願いします。 

[  ] 5.本講座の受講に必要なプログラミング⾔語処理系および実習に使⽤するアプリケーションを、⽣徒が使
⽤でき、問題なく実習が⾏えるように提供をお願いします。具体的には以下のものです。 
・標準のRuby ⾔語処理系(ruby コマンド、irb コマンド)

・C⾔語の処理系(標準のC⾔語が実⾏できるものであること)

・gimp描画ツール(フリーソフト、Windows/MacOS対応)

[  ] 6.プログラムそのものの書き⽅は講座側でカバーしますが、前項で挙げたソフトの使い⽅の部分は、環境
により違いがあるため、⾼等学校でサポートをお願いします。 

[  ] 7.定期的に(少なくとも 2 週間に 1 回以上、ただし休暇期間中は除く)ミーティングを開催し、受講のよう
すを聞き取り、受講上の問題等について相談に乗るようにお願いします。学習内容については LMS 上
のフォーラム機能を通じて遠隔で質疑を受け付け対応しますので、フォーラムで質問するように指導を
お願いします。 

[  ] 8.教材が難しい、課題のやり⽅や提出⽅法がわからない、実習環境がうまく使えない等、受講が難しくな
るような問題が⽣じた場合は、本講座スタッフと連絡を取り、問題の解決にあたることをお願いしま
す。 

[  ] 9.⽣徒が授業中ならびに授業への往復途中に事故等に遭遇した場合に対応するため、必要な保険等に加⼊
してください。 

[  ] 10.本講座に参加する⽣徒は電気通信⼤学の⾼⼤連携に係る科⽬等履修⽣となっていただきます。これに
関して、検定料、⼊学料、授業料その他の費⽤は不要です。なお、スクーリング等に参加するための本
学までの交通費は⽣徒⾃⾝の負担となります。 

チェック⽇ 年   ⽉   ⽇ 
学校名    
窓⼝代表者⽒名 
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